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１． 研究背景 

 ケータイ・ライフスタイルの研究(3)では、「シニア全体」を調査対象とし、スマホを所有する要因

について、分析・報告をおこなった。本報告は、シニア全体の 3 割にあたる「現時点でスマホを所有

している人」を調査対象とし、スマホに対してどのような関与（イメージ・態度・こだわり・使いこ

なし）であるか、分析したものである。我々は 2015 年 10 月におこなったシニアの生活実態調査の分

析において、スマホ所有者のスマホへの関与が 4 つのクラスタ「積極派」「実用派」と「不満派」「消

極派」に分かれた結果に注目し、同じスマホ所有者でありながら、何故このように分かれたのか、新

たに調査・分析をおこなった。 

２．調査概要 

 調査時期：2017 年 3 月 調査対象：全国、60～79 歳男女 調査方法：web 調査 

  標本抽出法：QUOTA SAMPLING 性別(5 歳刻み)・年齢・居住エリアで割付 2,938 サンプル回収 

３．調査分析手法 

①スマホを所有するシニアのスマホへの態度・関心などを調査するため、（株）NTT ドコモ・モ 

バイル社会研究所では、中川[1]が作成した「関与スケール」を基に、2013 年の内容をスマートフォン

に置き換え「ドコモ版関与スケール」[2]を設定した。さらに 2015 年に「ドコモ版関与スケール」を

シニア向けにアレンジし、「シニア版関与スケール」を設定した。このスケールと同じものを今回利用

し、調査を行った。さらに「シニア版関与スケール」の回答を元に、因子分析（因子抽出法：主因子

法、回転方法：バリマックス回転）を実施した。因子分析から得られたデータの因子得点より非階層

クラスタ分析（方法：K-means 法）を行い、その結果４つのクラスタを抽出した。 

②また、スマホの関与のクラスタがどのような要因で分かれたのか、2015 年に実施した訪問留置調

査（シニアの生活実態調査）、定性調査、シニアへのヒアリング調査や先行研究を元に、相関の強そう

なものは何かを、仮説を立て議論し、「ライフスタイル」「スマホ利用」「属性」に関わる項目を①と同

時に調査した。その調査の結果を、数量化理論第Ⅱ類を用いて分析をおこなった。 

４．調査結果 

スマホへの関与に関する調査結果の単集計を表 1 に示す。「スマホを便利と感じる」は 9 割弱、「身

の回りにないと困る」と答えた人が 7 割弱に上った一方、「費用が高い」が 8 割弱、「操作が難しい」

と答えた人も 5 割弱に及んだ。さらに「カッコイイ」「新製品が気になる」は 2割強となった。 

シニアのスマホ所有者は、生活に欠かせないツールとなっている一方、費用が高い・操作が難しい

というネガティブ要素も同時に持ち合わせている状況が明らかとなった。 





表 4：数量化理論第 2 類を用いたスマホへの関与カテゴリーの判別結果 
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（判別的中率：53.5％ 相関比：0.21） 

分析の結果の中で、3つの軸でモデル式が算出されたが、1軸モデルの式の累積寄与率が 59.0％と高

いため、ここでの説明はこの 1軸の結果を用いておこなう。1 軸のスマホへの関与クラスタの平均から、 

正の値が大きい順（表 4のカテゴリーウェイトが右側）にスマホへの関与クラスタが「積極派」「実用

派」「不満派」「消極派」と並んだ。また、偏相関係数の大きさから、スマホへの関与に影響が最も大

きいアイテムは「最初の１週間の利用」であった。スマホ購入から 1 週間以内に、アプリまで利用す

ると関与のクラスタが「積極・実用派」に、使っていない或いは、電話のみ利用であると、「不満・消

極」へウェイトが移る。他、影響が大きいアイテムとしては「今後の活用への意欲」や「イノベータ

得点」「所有期間」、さらに「どのようなきっかけで所有したか」や「操作の習得方法」と続いた。 

一方、影響が最も少ないアイテムは、「経済的ゆとり」であった。シニアが主観として捉える、経済

的ゆとりのある・なしは、スマホへの関与のクラスタに分かれた要因としては小さい。続いて、「年代」

「即時遅延得点」「日々の活動クラスタ」となった。「日々の活動クラスタ」は、スマホを保有する要
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